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窓付き封筒のＬＣＡ的検討について 

 

 

１．提案品目 
• 窓部分にポリ乳酸フィルムが用いられた窓付き封筒 

 

２．環境負荷に関する考察 
（１）比較対象 

• 窓部分にポリスチレンフィルムが用いられた窓付き封筒 
 

（２）生産～廃棄工程（窓フィルムに係る部分） 

①原料（原油の採掘/コーンの栽培）→②ペレット製造→③フィルム化→④封筒化 

→⑤廃棄（焼却） 

 

（３）環境負荷考察の概要 

• 封筒本体については、窓フィルムがポリ乳酸（PLA）、ポリスチレン（PS）のいずれ
も場合でも同じであるため、窓フィルムのみについて比較検討することとした。 

• 原料採取からペレット製造に係る環境負荷の要因として化石エネルギーの使用、
CO2の排出、水の使用等が考えられる。そのうち水の使用に係る環境負荷につい

ては、PSよりPLAの方が小さいことが報告されている1)。また、水の使用による環

境負荷の差異は、化石エネルギーの使用、CO2 の排出による差異と比較して十

分小さいと考えられることから、化石エネルギーの使用、CO2の排出の比較をもっ

て環境負荷の比較とした。 

• PLAについてはCO2以外の地球温暖化ガス（CH4、N2O）の排出量をCO2当量とし
て合算したが、PS については合算されたものかどうかは不明である 2)。 

• 製品の加工工程について公式に発表された LCAデータは無い。また、PLA 製品
と PS 製品の加工時の条件はほぼ同様であること、この工程で使用されるエネル

ギーはペレット製造時のエネルギーに比べて十分小さいと考えられること（ボトル

の例では 1/4 以下 3)）から、原料採取からペレット製造までの工程及び廃棄段階

について比較することとした。 

 

（４）フィルムの原料採取から廃棄における化石エネルギー使用及び CO2排出量の比較 

１）原料－ペレット製造…①、② 

           ポリ乳酸（PLA）1)   ポリスチレン（PS）2) 

  化石燃料の使用（Mcal/t）12900       17500 

                                       （ﾌ゚ﾛｾｽ･ｴﾈﾙｷ゙ー  6600） 

                                       （原料ｴﾈﾙｷ゙ー   10900） 

  CO2の排出（CO2kg/t） 1770        1820 

                    （植物から採取される CO2  

                     1800kg- CO2分について 

                        は差し引き） 

資料４ 
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２）ペレット→製品製造…③、④   

• PLA 製品と PS 製品の加工時の条件はほぼ同様であり、エネルギー使用（CO2排
出量）についてもほぼ同等であると想定される 

 

３）製品廃棄時…⑤ 

• 焼却処分を想定すると、焼却により発生する熱量、ＣＯ２は以下のとおり 
 

           ポリ乳酸 ポリスチレン 

  燃焼熱（Mcal/t）   45604)    109005)  

  発生CO2（CO2kg/ｔ）  1800
6)  34006)  

 

• 発生する熱量から発電によるエネルギー回収を想定する場合、得られる電力と同
等の電力を発電する場合の化石エネルギー使用量及びＣＯ２排出量が節減する

ことが可能となる 

 

４）物流他 

• ペレットを米国から欧州に輸送する際に使用されるエネルギーはペレット製造時
の約５％以下である 7) 

 

３．考察  
（１）原料採取から廃棄までの合計比較（エネルギー回収を想定しない場合） 

       化石エネルギー使用    CO2発生量 

PLA 製品   12900 Mcal/ｔ      1770+1800=3570 CO2kg/ｔ 

PS 製品   17500 Mcal/ｔ      1820+3400=5220 CO2kg/ｔ 

 

• 化石エネルギー使用量及び CO2発生量ともに PSより PLA の方が十分に小さな
値となっており、焼却により発生する熱量から発電によるエネルギー回収を想定

する場合でも、ゴミ発電の効率等を考慮すると、化石エネルギー使用量、CO2発

生量ともに PS より PLA の方が小さいという傾向は変わらない 
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